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オープンデータに関する取組みについて

2013年12月3日
株式会社JMAホールディングス

オープンデータ流通推進コンソーシアム
第２回

 

利活用・普及委員会
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日本能率協会(JMA)グループ

日本能率協会 ＪＭＡホールディングス

日本能率協会ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

ジェーエムエーシステムズ

社団法人ｸﾞﾙｰﾌﾟ 株式法人ｸﾞﾙｰﾌﾟ

日本ﾌﾟﾗﾝﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽ協会

企業情報化協会

日本工業英語協会 日本能率協会総合研究所

日本能率協会ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ
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自治体のオープンデータの取組み動向と展望
～オープンデータの活用による地域活性化～ 11月8日(金) 13時～17時

オープンデータ推進シンポジウムの概要
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「オープンデータ推進シンポジウム」を11月8日にアルカディア市ヶ谷で開催しました。
当日は地方自治体の方々を中心に70名の行政機関関係者の皆さまにご参加いただきました。

総務省

 

大臣官房審議官（情報流通行政局担当） 渡辺克也様より「オープンデータの動向

 
と自治体への期待」と題して基調講演をいただきました。

パネルディスカッションでは「オープンデータ利活用から地域活性を目指すには」をテーマにパネリストの

 
それぞれのお立場（政治・市民、行政（県、市）、企業）から、パネリストの方に考えや思いを語っていた

 
だきました。

オープンデータ推進シンポジウムの概要
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オープンデータに関するアンケート調査結果(抜粋)



6© JMA HOLDINGS Inc.

オープンデータに関するアンケート調査結果(抜粋)
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オープンデータに関するアンケート調査結果(抜粋)
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オープンデータに関するアンケート調査結果(抜粋)
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オープンデータに関するアンケート調査結果(抜粋)
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オープンデータに関するアンケート調査結果(抜粋)
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オープンデータ構想立案
・現状分析

アプリケーション・
サービスの整備促進

オープンデータの
推進と環境整備

データやアプリケーションの
運用及び活用促進

・効果的なオープンデータ構想の企画・全体計画
・現状の情報やデータの棚卸し・調査
・オープンデータのポリシーやルール策定支援

・アイデアソン、セミナー等の企画・運営
・市民やNPO等と協働・協調の企画・運営支援

・著作権等の規約の整備
・オープンデータ化するデータ仕訳

・

 

データの機械判読形式化への変換
・APIの整備・カタログの整備・規約整備

・アプリケーションの開発
・地元IT企業等とのコーディネート

・官民連携体制の運用・充実
・地域人材や地元企業等の育成
・新たな情報分析サービスの創出支援
・新たな情報提供ビジネスの創出支援

オープンデータ化

 

フェーズ

ＪＭＡホールディングスの支援内容

専
門
的

 ＆

 総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
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お問い合わせ

株式会社JMAホールディングス

戦略企画本部

 
沓内、永川

〒105-0011
東京都港区芝公園3-1-22
Tel:03-3436-4304  Fax:03-3434-6278
Mail:opendata-01@jmahd.co.jp



株式会社スマートバリュー
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社会インフラ企業の垣根を超えた情報共有の試み

〜「かんさい生活情報ネットワーク」の事例紹介〜

平成25年12月3日
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１．かんさい生活情報ネットワークの生い立ち

先の東日本大震災では、被災地の多くのエリアで発災直後から電話やＦＡＸが通じなくなり、さまざ
まな情報のやり取りができなくなりました。
南海トラフの巨大地震などの大規模で広域的な災害やゲリラ豪雨など、関西地域でも起こりうる様々
な災害に際して、同じような状況を生み出さないようにするにはどのようにすればいいか？という疑
問がそのきっかけでした。

かんさい生活情報ネットワークの誕生かんさい生活情報ネットワークの誕生

関西に拠点を置くライフラインや交通などの事業者・自治体・報道機関・専門家が参加し、様々な情
報を共有し互いに活用することで、災害時に地域住民の生命や財産を守り、さまざまな団体の危機管
理や事業継続に貢献することが大きな目的。
そしてなによりも、参加団体・専門家の間に共助のネットワークをつくることが大前提。

かんさい生活情報ネットワークの目的かんさい生活情報ネットワークの目的

NHK大阪放送局を中心とした幹事団の呼びかけに応じて、ライフライン関連事業者や自治体が協議会に参加。

業種や規模の異なる企業や団体がこれほどの規模で連携するのは全国初の試であり、鉄道の運休や停電、
断水といったインフラ情報をはじめ、避難所に関する自治体の広報などを専用のサーバーに保存する。構築
したシステムは「現場の担当者が負担にならない」事を大前提に統一的な書式は設けず、各社それぞれの書
式でデータを入力できる仕様となっているため、誰にでも簡単につかうことができます。

それ、インターネット経由で実現します。それ、インターネット経由で実現します。
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事務局画面

アカウントを
発行・管理

アカウントを
発行・管理

閲覧者閲覧画面閲覧者閲覧画面閲覧者閲覧画面閲覧者閲覧画面

管理者（事務局）
管理者（事務局）

ライフライン・交通各社など

報道機関

自治体・事業者など

Ｌ字放送
紙面の作成
Ｗｅｂへの活用

Ｌ字放送
紙面の作成
Ｗｅｂへの活用

危機管理・
ＢＣＰ作成

危機管理・
ＢＣＰ作成

利用者への
迅速な情報提供

利用者への
迅速な情報提供

全体状況の
把握など

全体状況の
把握など

報道機関

発信者入力画面発信者入力画面発信者入力画面発信者入力画面

ライフライン
交通各社など

自治体・事業者など

入力・閲覧はすべて、ブラウザからの簡単操作です

２．システムの概要

ドラッグで
アップロード

ドラッグで
アップロード

データを閲覧/
ダウンロード

データを閲覧/
ダウンロード

入力されたデータは
クラウド上で管理します

入力されたデータは
クラウド上で管理します



5
© 2013 かんさい生活情報ネットワーク協議会

３３．参画．参画団体

関西電力

電源開発 西日本支店

大阪ガス

大阪市水道局

NTT西日本

スマートバリュー

先端情報技術応用研究会(略称RICT)

ケイ・オプティコム

近畿日本鉄道

ＪＲ西日本

大阪高速鉄道(大阪モノレール)

新関西国際空港

京阪バス

NEXCO西日本 関西支社

気象工学研究所

日本気象協会

日本赤十字社 大阪府支部

大阪府

大阪市危機管理室

茨木市

河南町

河内長野市

豊中市

伊丹市

西宮市

時事通信社大阪支社

共同通信大阪社会部

朝日新聞 大阪本社

神戸新聞社

日本経済新聞社 大阪本社

産経新聞社

ラジオ関西

関西テレビ

朝日放送
サンテレビ

読売テレビ
毎日放送

テレビ大阪

NHK大阪放送局

NHK和歌山放送局

NHK大津放送局
NHK神戸放送局

NHK京都放送局

ＮＨＫ報道局 災害・気象センター
ウェザーニューズ

ＦＭちゃお
エフエムちゅうおう(YES-fm)

ラヂオきしわだ

ＦＭ千里

エフエム・キタ

J:COM

関西情報センター

池田泉州銀行
日本銀行 大阪支店

近畿経済産業局

五星 関西支社
・・・・・・・・・・・・他多数他多数他多数他多数
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↑↑↑↑毎日新聞毎日新聞毎日新聞毎日新聞

４．報道掲載実績４．報道掲載実績

←←←←神戸新聞神戸新聞神戸新聞神戸新聞

←←←←神戸新聞神戸新聞神戸新聞神戸新聞
（WEB）

←←←←朝日新聞朝日新聞朝日新聞朝日新聞
・・・・・・・・・・・・他他他他TVTVTVTV放映等放映等放映等放映等多数多数多数多数
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５．一斉訓練５．一斉訓練

・紀伊半島沖を震源とする南海トラフ巨大地震が起きた場合、大阪湾に津波が到達するのは約２時間後とされており、発災から
津波到達まで２時間、その後、大阪湾沿岸を中心に被害が拡大する２時間のあわせて４時間を想定したシナリオを協議会にて
作成。
・訓練は倍速の2時間でじっしするものとして、各社に時間の経過とともに、それぞれの事業に関して想定される被害情報や対
応情報を随時入力するものとして開始。

2013年9月5日 13～15時に一斉訓練を実施2013年9月5日 13～15時に一斉訓練を実施

リリース総数：63 リリースファイル数：48 単一での最大ファイルサイズ：6.69MB リリース単位での最大サイズ：6.73MB 閲覧
障害などなく、スムーズに稼動。今後の拡充展開について、一定の目安となる情報を得られる。
また、訓練終了後の会員アンケートなどでも
・「画像がリリースとして提供されていたのでわかりやすかった」 ・「デジタルデータなので、時系列管理が容易で助かる」
・「データの転用が簡単にできるのでありがたい」などの回答多数。
また、会員間で「リリースの記述方法についての議論」が発生するなど、ネットワークとしての意義を体現するような動きも発生。

当日の訓練結果は？当日の訓練結果は？

ロードアベレージメモリ使用率

CPU使用率 トラフィック
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６６．．その他の成果その他の成果

専門家を招いての勉強会の定期的に実施専門家を招いての勉強会の定期的に実施

システムから配信された情報の報道実績システムから配信された情報の報道実績

テーマ：「自治体と企業のＢＣＰ ～自立と連携の重要性～」
講師：紅谷昇平（べにやしょうへい）氏

かんさい生活情報ネットワーク協議会 アドバイザー

神戸大学社会科学系教育研究府特命准教授
日時：平成２５年１０月２５日（金） １５時～１６時４５分

テーマ：「津波と高潮を学ぶ 」
講師： 奥村与志弘 （おくむらよしひろ） 氏

かんさい生活情報ネットワーク協議会 アドバイザー
京都大学大学院地球環境学堂 助教

日時：平成２５年１２月１３日（金） １５時～１７時

第１回勉強会 第２回勉強会

・台風１８号の際は、ＮＨＫ大阪放送局では、ニュースの原稿

を出す際に、電力などの情報を閲覧し、使わせていただきま
した。今後は、いわゆるＬ字放送に反映させる装置を導入し

て使うほか、データ放送やインターネットでの緊急災害情報
提供にも活用させていただく予定です。

提供された情報量は決して多くはなかったですが、手応えは
感じましたし、今後の方向性も見えたように感じています。

・台風１８号という「本番」でどれくらいこのネットワークが機

能するのか、検証するつもりで出社しました。実際に関西電
力さんの停電情報をＬ字画面に反映することができました。

ＦＡＸで受け取る情報と同じ内容で、しかも紙の束に埋もれ
ることなく最新の情報が取り出せるのはよいシステムだと思

います。

・大阪府さんの被害まとめも有益だったのですが、1報のあと

が更新されなかったため、放送には反映できませんでした。

京阪バスさんの情報も閲覧していましたが、Ｌ字画面の文字

数の限界もあり、鉄道情報を優先して出しました。
災害時には「管内異常ありません」だけでも各社さんがアッ

プしてくだされば取材電話も減ります。情報の数が鍵だと感

じました。
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７７..協議会のご案内協議会のご案内 入会お申し込み方法入会お申し込み方法

＜入会お問い合わせ先＞

入会に関する問い合わせ

関西情報センター 新事業開発グループ ℡ 06-6346-2981

＜入会お申し込み先＞

http://www.kiis.or.jp/bousai/seikatsujoho/

ＫＩＩＳのＨＰからも申し込みができます。

＊ご参考 かんさい生活情報ネットワークの主な報道

（設立に関する報道）

新聞 6/6 朝刊 毎日、朝日、神戸

6/6 夕刊 日経

7/28 朝刊 読売

ＴＶ 6/5 ＮＨＫ、和歌山放送

6/6 毎日放送

（訓練に関する報道）

新聞 9/5 夕刊 朝日

ＴＶ 9/5 ＮＨＫ
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平日・昼間 関西情報センター 新事業開発グループ

(9:00-17:00) Tel 06-6346-2981

Mail nstaff@kiis.or.jp

休日・夜間 ＮＨＫ大阪放送局

株式会社スマートバリュー 公共クラウドＤｉｖｉｓｉｏｎ

かんさい生活情報ネットワーク問い合わせ窓口

Tel 06-6448-8446 （平日9:00-18:00）

Mail info-kansaiseikatsujoho@g.smartvalue.ad.jp

●1 入会に関するお問い合わせ

●2 システムやアカウントにお問い合わせ

●３ 協議会の最新情報について

協議会の各種活動における最新情報は、公式Facebookページにて随時発信しています。
お申し込みに関連する情報や、各種のご質問などは、以下よりご確認ください。
「いいね！」を押していただけると、最新情報が常にお手元に届きます。
かんさい生活情報ネットワーク協議会公式Facebookページ

https://www.facebook.com/seikatsujoho

７７..協議会のご案内協議会のご案内 協議会に関するお問い合わせ協議会に関するお問い合わせ
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７７..協議会のご案内協議会のご案内 協議会概要

会 長 室﨑益輝
副会長 岡田憲夫 飯尾能久
幹 事 ＮＨＫ大阪放送局（代表幹事） 関西情報センター（事務幹事）

関西電力 大阪ガス ＮＴＴ西日本 朝日新聞大阪本社 ＦＭちゃお
毎日放送 サンテレビ スマートバリュー 大阪府危機管理室

監査役 オージス総研 代表取締役 専務執行役員 阿部和良
地域計画建築研究所 取締役副社長 堀口浩司

アドバイザー 永松伸吾 紅谷昇平 宇田川真之 奥村与志弘

所 在 一般財団法人 関西情報センター 新事業開発グループ内

（〒530-0001 大阪市北区梅田1-3-1-800号 大阪駅前第1ビル８階）

年会費 １万円／団体

＜お問い合わせ先＞

入会に関する問い合わせ

関西情報センター 新事業開発グループ ℡ 06-6346-2981

システムに関する問い合わせ

スマートバリュー 公共Ｄｉｖｉｓｉｏｎ ℡ 06-6448-8446

＜入会お申し込み先＞ http://www.kiis.or.jp/bousai/seikatsujoho/
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アドバイザーアドバイザー

紅谷昇平

■神戸大学社会科学系教育研究府特命准教授
■ＢＣＰ、産業復興、都市計画など

宇田川真之

■人と防災未来センター 研究主幹
■防災情報、要援護者支援など

永松伸吾

■関西大学社会安全学部 准教授
■公共政策、地域経済復興など

奥村与志弘

■京都大学大学院地球環境学堂 助教
■津波防災工学、防災情報学など

７７..協議会のご案内協議会のご案内 会長・副会長とアドバイザーのご紹介

会長会長

室﨑益輝

■神戸大学名誉教授
■兵庫県立大学特任教授
■日本災害復興学会特別顧問
■ひょうご震災記念２１世紀
研究機構副理事長

副会長副会長

岡田憲夫

■関西学院大学 災害復興制度研究所長
■国際総合防災学会長

飯尾能久
■京都大学防災研究所
地震予知研究センター長
■京都大学 阿武山観測所長
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概要

公示地価

国土交通省・都道府県発表の平米単位の土地価格

47,941地点(2013年)で地価が発表

推定地価

6800万ポイント以上で推計

10m単位のメッシュに分割

つまり、

「ここいくら?」

「◯◯◯◯◯◯円/㎡です」

といえます。
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福岡県の箱崎駅周辺の公示地価

7ヶ所の地価ポイント

73,000円の価格差

40平米の土地を売りたいんだけど、

いくらで価格設定すればいいんだろう?

不動産業者に聞くと営業が来るしなぁ...

ここの土地を持っているAさん
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独自アルゴリズム + オープンストリートマップを使ったアプリケーション

箱崎駅周辺の地価を10mごとにみてみましょう
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